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理 事 長  加 藤  隆 明 

新年あけましておめでとうございます。新春を迎え、一言ご挨拶申し上げます。 

新政権が誕生して１年余り経ち、我が国経済は円安、株高が進み長期景気低迷から幾分回復の兆し 

が見え始めたところです。 

しかし、４月からの消費税率引き上げにより依然として先行き不透明感が広がっており、本年も 

私達自動車車体整備事業の経営は厳しさが続くのではないかと考えております。 

自動車販売市場は、大きく変化を遂げており、自動車の長期使用化が進む一方で、低燃費・新技術 

搭載の新型ハイブリッド車に人気があり好調の売れ行きです。 

また、自動車技術が急速に進歩しており、電気自動車等の普及に拍車がかかっています。 

ハイブリッド車、電気自動車、衝突被害軽減ブレーキ、横滑り防止装置等々と次々と盛り込まれる 

新技術に整備の現場でも対応が迫られております。ボディも超高張力鋼板やアルミ等の新素材採用が 

急速に進んでおり、これらの修理には高い技術力はもちろんのこと、スキャンツールなくしては整備 

に対応できないという意識が広がっており、スキャンツールの活用や新しい溶接機等の機器の導入が 

急務となっています。 

一方、車体整備需要の面では中長期的には保有車両数が減少する中で、損保会社による全損扱いが 

増加、その反面、ディーラーの内製化や異業種からの進出もあって競争は一層激しさを増すことが予 

想され、まさしく各事業場の真価が問われる時代となってまいりました。 

さらに、自動車保険制度の改定による「事故有係数」が導入されて１年余り経過しましたが、今後、

保険を利用しないで修理を求めるユーザーの増加も考えられます。 

これを生かすためにも、直接受注が重要であり車体整備事業にとって大きなビジネスチャンスとと 

らえて、一方的に悲観論に走ることなく、ユーザーニーズに適切に対応することで信頼を高め、活路 

を切り開いていくことが重要だと思います。 

さて、労働安全衛生法の関係法令が一昨年秋に改正され新たに「エチルベンゼン」が特定化学物質 

の規制対象となり、既に昨年１月から順次施行・適用されています。 

本年１月１日からは、作業環境測定（エチルベンゼン１％超の場合）義務化等新たに適用される項 

目がありますので、ご注意ください。 

ご承知のとおり、日本自動車車体整備協同組合連合会は、修理車両の安全確保の観点において、車 

体整備事業の認証制度化の必要性を訴えており、同時に車体整備業界の地位向上にもつながる認証制 

度実現に引き続き期待を寄せるところです。 

私達の持っている車体整備修理技術は、専業者の強みであります。それをベースに自動車の安全を 

確保する社会的使命を果たすため組合員一丸となって、認証制度実現を目指したいと思いますので、 

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

厳しい景気情勢等により当組合も組合員の減少が続いておりますが、本年も教育・経済・情報提供 

等組合員にとって魅力ある事業を積極的に推進し、組合員の増強に力を入れてまいります。とくに 

支部活動の活性化、教育・事業委員会と特認・推奨・青年各部会との連携を一段と密にすることに 

より、組合基盤を一層強固にしてまいりたいと考えております。 

組合員の皆様のますますのご発展を祈念するとともに、、今後も組合員各位の一層のご支援・ご協 

力をお願い申し上げ新年のご挨拶とさせていただきます。 



 
厚生労働省より、労働安全衛生法の一部改正があり、本年１月１日より次の項目が義務化 

になりましたのでお知らせします。 

   なお、詳細については、労働局へお尋ね下さい。（愛知労働局：052-972-0256） 

・発散抑制装置（発散源を密閉する設備、局所排気装置、プッシュプル型排気装置）  
の設置（有機則の準用） 

・送気マスク、有機ガス用防毒マスクの使用等（有機則の準用） 

・作業環境測定（エチルベンゼン１％超の場合） 

・必要な保護具の備え付け 

 
知っていても損はしない。少―しは、得をする情報を簡単に紹介するコーナーです。 

  第１回目は、「特認工場に必要な自動車車体整備士の数」です。 

   いつも呼んでいる特認の正式名は「優良自動車整備事業者の特殊整備工場（車体 

整備作業）」の事で一種と二種があります。大変長たらしい名称ですね。 

   さて、車体整備作業（一種）及び（二種）の工場には、自動車車体整備士が 

  ２名必要です。なお、車体整備作業に従事する工員数は、一種は５人以上、 

  二種は３人以上必要となります。 

 
愛車協１７ある支部の紹介、特徴、自慢等を１７支部順番に紹介していきますので、 

 何とぞ支部長様のご協力を宜しくお願いいたします。 

   第１回目は、事務局の紹介です。既にご存じのように中村専務が１月２１日から 

  非常勤となりますので、専務より一言挨拶をお願いしました。 

中村専務より一言 

   長い間、愛車協でお世話になりましてありがとうございました。 

  １月２１日から非常勤となりますが、総会までは時々事務局へ出向きますので宜しくお願い 

いたします。皆様のご多幸をお祈り申し上げます。 

これからは、のんびりと大好きな魚釣りを思う存分楽しみたいと思っております。 

  
  昨年１１月１８日より愛車協でお世話になっております諸戸です。 

   今月から愛車協だよりを担当しますので、宜しくお願いします。 

   年も新まりましたので、紙面も少―し刷新させていただきました。 

   追加したコーナーは、「知っ得情報」、「支部コーナー」及び「つぶやき」です。 

   今後、より親しみやすくなるよう努力しますので、宜しくお願いします。 

 

   あぁあぁ、毎年毎年月日の過ぎ去るスピードのなんと速いことかm(_ _)m。 

気が付くともうシルバーな年代に(>_<)  今年の干支は、馬か ! 駿馬ではあっという 

間に時が経つから、自分は焦らず鈍馬でゆっくり行こう。（ｙ.ｍ） 




